
 1 

平地研究室技術メモ No.20181001 
DAB コンバータの研究開発動向（LLC コンバータとの比較） 

（読んでほしい人：パワエレ技術者） 
2018/10/1 舞鶴高専 平地克也 

  
【あらまし】 平地研究室技術メモ No.20180618 で、DC/DC コンバータの分野では、現在最も研

究が盛んなのは LLC コンバータであることを説明しましたが、その次に研究が盛んなのは DAB コ

ンバータです。LLC も DAB も昔からある回路方式ですが、最近「再発見」されて広く研究されるよ

うになりました。LLC コンバータはすでに数 10W～200W クラスで広く実用化されており、近年は

数 kW クラスへの応用が研究されています。逆に DAB コンバータは本格的な実用化はまだこれから

であり、当初は数 100kW の大きなシステムへの応用が検討されていましたが、最近は LLC と同じ

く数 kW クラスへの応用も研究されています。 
 
■DAB コンバータの研究動向 
 先月開催された平成 30 年電気学会産業応用部門大会（産応全大）では、DAB コンバータは 4 件

の研究発表がありました。電気学会半導体電力変換研究会（SPC）でも最近の約 1 年間で 7 件の発

表がありました（2017/6/5 の研究会から 2018/7/26 の研究会まで）。一方、LLC コンバータは産応全

大で 1 件、SPC でも 1 件でした。日本の研究者は LLC より DAB を好むようです。 
 表１にパワーエレクトロニクスの分野で、世界で最も質と量が充実している論文誌 IEEE Tran. on 
PE （IEEE Transactions on Power Electronics）と日本で最も充実している電学論 D（電気学会 D
部門論文誌）に掲載された DAB コンバータと LLC コンバータの論文数の推移を示します。DAB コ

ンバータ、LLC コンバータともに 2010 年代に論文数が増加していることが分かります。ただし、電

学論 D では LLC コンバータの論文はわずかです。 
 
表１ IEEE Tran. on PE と電学論 D に掲載された DAB コンバータと LLC コンバータの論文数 

(a) DAB コンバータ 
年 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 

IEEE Tran. on PE 0 0 2[1,2] 1 1 1 4 5 4 9 
電学論 D 0 1[3] 1[4] 1 0 1 0 1 1 1 

 
年 2015 2016 2017 2018 

IEEE Tran. on PE 12 15 11 15 
電学論 D 1 4 2 1 

 
(b) LLC コンバータ 

年 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 
IEEE Tran. on PE 1 1 2 1 1 3 8 10 15 18 
電学論 D 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

 
年 2015 2016 2017 2018 

IEEE Tran. on PE 18 24 28 12 
電学論 D 1 0 0 0 （2018 年は 9 月号までの件数） 

（2018 年は 9 月号までの件数） 
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注）IEEE Tran. on PE の論文数は、IEEE Xplore を用いて DAB または LLC をキーワードとして

検索した上で、検索漏れや誤検索を補正したもの。補正は人力で行ったので多少のミスカウントはあ

るかもしれない。 
 
■「再発見」のいきさつ 
 近年 LLC コンバータが広く普及して研究が盛んになった原因は、平地研究室技術メモ

No.20180618 で説明した通りですが、LLC コンバータの欠点をカバーする適切な用途が発見された

こと（PFC コンバータの後段に使用すること）によります。 
 DAB コンバータの研究が近年盛んになったことには表１(a)の IEEE Tran. on PE の 2007 年の 2
つの論文（文献[1]と[2]）が大きな役割を果たしているようです。文献[1]では DAB の特長を説明し、

有力な用途を提案しています。さらに試作器で 97％の効率を得たこと、将来 SiC を使用した場合の

効率が 99％と推定できることを説明し、読者の DAB コンバータへの研究意欲を駆り立てる内容と

なっています。また、文献[2]では DAB コンバータの動作原理や特性解析が詳しく説明されています。

文献[1]と[2]はその後のDABコンバータの論文でよく引用されており、近年のDABコンバータの「研

究ブーム」の 1 つのきっかけとなったことが推定されます。なお、文献[1]は電学論 D の 2006 年の

論文（文献[3]）の翻訳であり、文献[2]は電学論 D の 2007 年の論文（文献[4]）をベースにして書か

れたものです。文献[1]～[4]は東京工業大学の赤木研究室の論文です。 
 文献[1][3]では DAB コンバータの有力な用途として、配電系統の電力制御や高圧ダイレクトモー

タ駆動システムなど数 100kW の大きなシステムを想定していますが、近年は LLC コンバータと同

様に新エネや電気自動車などの用途で数 kW の容量を想定した研究も盛んになっています。 
 
■LLC コンバータと DAB コンバータのルーツ 
 平地研究室技術メモ No.20180618 では、LLC コンバータは早い時期にサンケン電気によって実用

化され、同社の論文（文献[5]）が現時点で判明している最も古い論文であることを報告しましたが、

その後、ソニーによる論文（文献[6]）があることが分かりました。著者の方から直接教えていただ

いた情報によると、ソニーでは 1987 年からブラウン管テレビ用電源として LLC コンバータが大量

に生産されたそうです。また、LLC コンバータの回路方式自体は当時すでに公知であり、ルーツは

テクトロニクス社の古い特許、とのことです。私は文献[6]を最近読んだのですが、LLC コンバータ

の複雑な周波数制御を、励磁インダクタンスを可変できる特殊なトランス（直交トランス）を使って

少ない部品点数で実現しています。しかも自励発振なので補助電源は不要です。トランジスタのスト

レジタイムとダイオードのリカバリタイムの時間差でデッドタイムを作るなど、オールアナログで名

人芸で設計されています。他社が容易に真似できるものではなく、当時 LLC コンバータが広く他社

に普及することが無かったのは当然と感じました。 
 文献[1][3]では DAB コンバータの回路方式の出展として文献[7][8]が紹介されています。その後の

DAB コンバータの論文でもほとんどが回路方式の出展として文献[7][8]を引用しており、文献[7][8]
が DAB コンバータのルーツのようです。著者の Divan は有名なパワエレ研究者です。 
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